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Economic Analysis   Market Highlights October 2022 

2022 年 第３四半期パース CPI 

• パース CPI は 2022 年第３四半期 0.5%減少した一方、CPI インフレ年率は 1.4ppts 低下し 6.0%となった。これ

はオーストラリアの全州都のなかで最低のインフレ率となり、パースは今四半期、消費者物価が下落した唯一の

州となった。 

• 第３四半期パース CPI の下落は、西オーストラリア州政府により 7 月から導入された A$400 の家庭用電力クレ

ジットにより、電気料金指数が 84.3%下落したことに起因する。これはコロナパンデミックが始まって以来、州

政府による 2 度目の 家庭用電力クレジットとなった。 

• 第３四半期のパース CPI下落において、次に重要な要因は、今四半期の世界的な石油価格の下落を反映した、自

動車燃料価格の 5.8%下落による。 

• 電気料金指数の大幅な下落が CPI の物品の 2.1%下落へ主要因となった一方、サービス価格は第３四半期、1.8%
増加した。物品価格インフレ年率は第３四半期の下落にも関わらず 6.4%となり、引き続きサービスインフレ率

5.5%を上回った。 

• 住宅建設費は、他の都市と同様に、引き続きパース CPIインフレへ並外れた貢献をし、新規住宅購入指数は、今

四半期 2.7%増、前年比 31.1%増となった。 

• コアインフレ年率は、食品およびエネルギーを除く全てのグループ CPI で加速し、今四半期に 1.8%増、年間を

通じて 7.8%増となった。 

 2022 年第 3 四半期、 

                    パース CPI                                                州都毎の年間および四半期毎の CPI 推移 
 

  

西オーストラリア州今月のデータハイライト 

• RBA 理事会は 11 月、政策金利をさらに 25 bp 引き上げ 2.85%とした。 

• パース CPI は第３四半期、0.5%減少した一方、CPI インフレ年率は 1.4ppts 下がり 6.0%となった。 

• 西オーストラリア州失業率は 3.4%となり国内で最低水準を維持した。 

• 9 月、州の小売売上は 1.4%増加し、前年比 7.8%増加となった。 

• 州住宅許可は 9 月、9.3%減少した。 
  

 
 

  

https://www.watc.wa.gov.au/wp-content/uploads/2022/10/CPI-Q3-2022.pdf
https://www.watc.wa.gov.au/wp-content/uploads/2022/10/Labour-force-September-2022.pdf
https://www.watc.wa.gov.au/wp-content/uploads/2022/10/Retail-Trade-September-2022.pdf
https://www.watc.wa.gov.au/wp-content/uploads/2022/11/Building-Approvals-September-2022.pdf


 

  ここに記載された全ての見解・判断・結論・予想・予測または評価は、弊社が信頼に足るものと判断した情報から構成されております。 しかしながら、弊社

は、情報の正確性を保証するものではありません。 したがって、弊社としましては、誠意をもってこれらの提案をいたしておりますが、全ての決定権は貴方に

あり、慎重にご検討されるようお願い致します。 また、これらの提案は、特定の事項に関する専門的助言に代わるものではありません。これらの提案を受諾ま

たは拒絶する際には、事前に具体的な要望や状況に関し、必ず弊社にご相談ください。    
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市場状況 
• RBA 理事会は、締め付けのペースを緩め、政策金利の一連の 50bp 引き上げに続き、10 月および 11 月の会合

で 25bp ずつ引き上げた。政策金利ピーク 3.85%は 2023 年とし、9 月末時点の 4.10%から引き下げた。 

• オーストラリア債券利回りは 10月下落した。RBAが政策金利引き上げペースを緩和したことで、短期債利回

りは下落し、それに伴い投資家らは政策金利ピークへの期待感を下方修正した。長期債の下落は、世界的な

利回り下落に一部起因する。 

• 豪ドルは 10 月 11日、日本円に対し、5月以来最安値となる¥91.49の低値まで下落した後、5週間半ぶりの高

値まで回復し月を終えた。 

• 豪株式市場は 10月、世界相場の上昇に加わり 9 月の損失のほとんどを回復し、6.0%回復した。金融、エネル

ギー、不動産を筆頭に、主要な市場セクターのほぼすべてが月間に上昇した。 

 

 WATC 指定銘柄債券株利回り 

 

満期 利回り  
31/10/2022 

AGS スプレッド      
31/10/2022 

16 October 2023 3.57 (↑9 pt) +53 pt (↑12 pt) 
23 July 2024 3.71 (↓15 pt) +51 pt (↑11 pt) 
23 July 2025 3.78 (↓20 pt) +53 pt (↑14 pt) 
21 October 2026 3.87 (↓23 pt) +51 pt (↑12 pt) 
21 October 2027 3.98 (↓19 pt) +53 pt (↑12 pt) 
20 July 2028 4.06 (↓18 pt) +57 pt (↑13 pt) 
24 July 2029 4.17 (↓16 pt) +58 pt (↑12 pt) 
22 October 2030 4.31 (↓13 pt) +62 pt (↑12 pt) 
22 October 2031 4.39 (↓12 pt) +65 pt (↑12 pt) 
24 October 2034 4.68 (↓6 pt) +75 pt (↑11 pt) 
23 July 2041 4.91 (↑3 pt) +78 pt (↑10 pt) 
*Spreads are to nearest Commonwealth Bond. 
 

 

オーストラリア金利(%) 為替と株価 
RBA 政策金利目標 2.60 (↑25 pt) AUD/USD 0.6397 (↓5 pt) 
90 日銀行手形 3.14 (↑2 pt) AUD/JPY 95.13 (↑2.5 pt) 
連邦政府３年国債 3.29 (↓34 pt)       
連邦政府 10 年国債 3.76 (↓20 pt) ASX200 6864 (↑390 pt) 
*数値は月末時点。( )内は、先月との比較。 

2022年 10月 31 日までの過去 6 ヶ月間の豪ドル推移

 
 

AGS に相当する準政府債 (2022 年 10 月 31 日現在) 


